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緑の地球新聞

中
国
東
陽
山
緑
化
事
業

―
２
０
２
２
年
活
動
状
況
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
―

「
中
国
東
陽
山
緑
化
事
業
」
は
、
緑
の
地
球
防
衛
基
金
と
中
国
・
陝
西
省
楡
林
市

横
山
区
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
造
林
に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
、
２
０
１
３

年
か
ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
８
年
間
、
陝
西
省
東
陽
山
の
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
に

１
万
９
３
３
株
の
植
林
を
実
施
し
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
本
稿
は
２
０
２
２
年

度
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
報
告
で
す
。

陝せ
ん

西せ
い

省し
ょ
う

は
中
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、省
都
は
西
安
（
か
つ
て
中
国
の
政
治
、

経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
長
安
の
都
）
で

す
。
植
林
現
場
の
あ
る
楡ゆ

林り
ん

市
は
、
陝
西

省
最
北
部
に
位
置
し
、
西
安
か
ら
飛
行
機

で
約
１
時
間
か
か
る
遠
隔
地
で
す
。

気
候
条
件
は
厳
し
く
、
２
０
２
２
年
夏

の
最
高
気
温
35
度
、
冬
の
最
低
気
温
マ
イ

ナ
ス
26
度
と
気
温
差
が
61
度
に
も
達
し
ま

し
た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
１
月
か
ら

２
３
年
４
月
ま
で
の
16
か
月
間
の
年
間
降

雨
量
が
約
５
０
０
㎖
に
留
ま
る
半
砂
漠
地

で
、樹
木
の
成
長
に
は
厳
し
い
環
境
で
し
た
。

（
１
）
樟
子
松

樟
子
松
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
２
０ 

１
７
年
ま
で
の
５
年
間
、
16
ヘ
ク
タ
ー
ル

２
． 

植
林
し
た
樟し
ょ
う

子じ

松ま
つ

と
ク
ル
ミ

の
成
育
状
況

の
地
に
、
６
，
４
８
０
株
（
補
植
を
含
め

る
と
７
，
２
７
０
株
）
が
植
林
さ
れ
ま
し

た
。
樟
子
松
は
、別
名
「
蒙
古
ア
カ
マ
ツ
」

と
も
称
さ
れ
、
楡
林
市
横
山
区
の
砂
漠
区

造
林
に
お
け
る
重
要
な
樹
種
で
す
。

現
地
は
近
年
砂
漠
化
が
進
み
、
中
国
の

「
防
砂
治
沙
」
の
重
点
都
市
に
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
植
林
は
、
防
砂

防
風
林
と
し
て
、
水
と
土
の
保
持
、
空
気

の
浄
化
、
環
境
美
化
な
ど
多
く
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

樟
子
松
の
成
長
は
順
調
で
す
。
植
林
場

所
の
気
温
や
降
雨
量
は
、
樹
木
の
成
長
に

は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
２
０
２
３
年
５

月
現
在
、
樟
子
松
の
平
均
樹
高
は
2.5
ｍ
、

樹
幅
は
1.3
ｍ
に
達
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
活
動
と
し
て
、
隣
接
地

の
放
牧
に
よ
る
食
害
か
ら
樟
子
松
を
守
る

た
め
、
横
山
区
は
長
さ
１
，
２
５
０
ｍ
の

囲
い
柵
を
設
置
し
た
ほ
か
、
補
植
、
水
や

り
、
管
理
・
保
護
に
８
万
６
，
０
０
０
元

（
日
本
円
で
約
１
５
０
万
円
）
の
費
用
を

計
上
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
努
力
も
あ
っ
て
、
活
着
率
は

１
．
植
林
場
所
の
気
温
と
降
雨
量

樟子松の平均樹高は2.5ｍ、樹幅は1.3ｍ
に達しています

2013 ～ 2017 年に植林した樟子松。厳しい気候条件
でも順調に成長しています

中国陝西省の地図（省は日本の都道府県に相当します）。
楡林市はこの陝西省最北部に位置する行政区です

楡林

西安（省都）

陝西省
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90
％
を
超
え
、
約
７
，
０
０
０
株
の
樟
子

松
が
順
調
に
成
長
を
続
け
、
防
砂
防
風
林

と
し
て
水
土
保
持
、
空
気
の
浄
化
、
環
境

改
善
な
ど
の
面
に
お
い
て
効
果
を
生
み
出

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
樟
子
松
は
、
横
山
区

古
水
村
村
民
委
員
会
に
お
い
て
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
２
）
ク
ル
ミ

ク
ル
ミ
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２ 

０
年
ま
で
の
３
年
間
、
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

地
に
、
４
，
４
５
５
株
（
補
植
を
含
め
る

と
５
，２
０
５
株
）
が
植
林
さ
れ
ま
し
た
。

「
ク
ル
ミ
」
は
、
耐
寒
性
、
耐
干
魃
性
に

優
れ
た
特
長
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
果

実
の
市
場
価
格
も
高
く
、
楡
林
市
が
近
年

普
及
に
注
力
し
て
い
る
経
済
樹
林
で
す
。

現
地
に
経
済
収
益
を
も
た
ら
し
、
住
民
の

生
活
水
準
を
高
め
る
と
、
中
国
側
は
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
２
１
年
春
の
予
想
以
上

の
寒
さ
と
、
個
々
の
村
人
の
管
理
経
験
不

足
が
ク
ル
ミ
の
生
育
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
ク
ル
ミ
の
成
長
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ

て
い
ま
す
。

横
山
区
政
府
は
、
専
門
技
術
者
を
派
遣

し
た
ほ
か
、
自
分
た
ち
の
ク
ル
ミ
に
対
す

る
薬
剤
散
布
や
雑
草
管
理
を
適
切
に
行
う

よ
う
現
地
の
人
々
を
指
導
し
、
支
援
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
予
想
ど
お
り
の

効
果
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
２
３
年
５
月
現
在
、
約
２
，
０
０ 

０
株
の
ク
ル
ミ
の
木
が
成
長
を
続
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ク
ル
ミ
の
平
均
樹
高
は

1.2
ｍ
、
樹
幅
は
0.8
ｍ
に
留
ま
っ
て
お
り
、

枯
れ
た
木
も
多
く
、
活
着
率
は
50
％
程
度

と
、
ク
ル
ミ
の
成
長
は
順
調
と
は
言
え
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ク
ル
ミ
の
実
の
収
穫
は
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
２
年
に
は
40
％
の
ク
ル
ミ

の
木
が
実
を
結
び
、
２
９
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
ク
ル
ミ
が
収
穫
さ
れ
、
利
益
は
５
，
８ 

０
０
人
民
元
（
日
本
円
約
11
万
４
，
０ 

０
０
円
。
１
元
＝
１
９
．
６
５
円
換
算
）

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
植
樹
後
５
年

目
に
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
２
，
０ 

０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
２
ト
ン
）
以
上
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
た
収
穫
量
は
伸
び
悩

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市
場
の
需
給
低
迷

か
ら
、
ク
ル
ミ
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の

価
格
が
６
人
民
元
と
低
位
に
留
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
当
初
予
定
し
た
経
済
効

果
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

中
国
側
か
ら
は
、
新
た
な
資
金
を
投
入

し
、
桃
や
杏
な
ど
寒
さ
に
強
い
経
済
林
を

現
地
に
補
植
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る

旨
、
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

植
林
現
場
の
あ
る
楡
林
市
は
、
名
前
の

と
お
り
、
も
と
も
と
は
楡に
れ
の
林
の
あ
る
風

光
明
媚
な
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
前

述
し
た
と
お
り
、
中
国
の
「
防
砂
治
沙
」

の
重
点
都
市
に
指
定
さ
れ
る
ほ
ど
、
近
年

砂
漠
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
下
で
し
た

が
、
緑
の
回
復
を
願
っ
て
、
本
件
植
林
事

業
は
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

当
基
金
と
し
て
は
、
日
中
が
協
力
し
て

造
成
し
て
い
る
林
が
、
今
後
長
き
に
わ
た

り
、
安
定
し
た
防
砂
防
風
効
果
と
経
済
効

果
を
も
た
ら
す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
見

守
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

３
． 

本
件
植
林
事
業
へ
の
今
後
の

　
　

対
応

放牧による食害から樟子松を守るための囲い柵②

2021年春の寒さと､ 村人の管理経験不足から予定し
た成長が見られないクルミの林①

2021 年春の寒さと、村人の管理経験不足から予定
した成長が見られないクルミの林②

平均樹高 1.2 ｍ、樹幅 0.8 ｍ、活着率は
50％に留まるクルミの木

放牧による食害から樟子松を守るための囲い柵①
（写真右上上部の樹木が樟子松）
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Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
「
第
６
次
統
合
報
告
書
」
を
公
表

―
温
暖
化
対
策
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
現
状
に
強
い
危
機
感
―

２
０
２
３
年
３
月
、国
連
の
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」

が
、「
第
６
次
統
合
報
告
書
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
世
界
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
、
２
０
３
５
年
ま
で
に
、
２
０
１
９
年
比
で
60
％
減
ら
す
必
要
が
あ
る

と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
書
は
、
世
界
中
の
科
学
的
知
見
を
基
に
議
論
が
行
わ
れ
、
各
国

が
承
認
し
た
、
い
わ
ば
「
世
界
が
合
意
し
た
科
学
的
事
実
」
と
言
え
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
９
年
振
り
に
公
表
さ
れ
た
報
告
書
の
内
容
は
、
温
暖
化
対
策
が
十
分
に

進
ん
で
い
な
い
現
状
に
強
い
危
機
感
を
示
し
、
直
ち
に
大
幅
な
対
策
強
化
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
で
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
要
点
を
紹
介
し
ま
す
。

「
第
６
次
統
合
報
告
書
」
の
特
徴
は
、

温
暖
化
対
策
が
十
分
に
進
ま
な
い
現
状
に

強
い
危
機
感
を
示
し
た
こ
と
で
す
。
９
年

前
に
公
表
さ
れ
た「
第
５
次
統
合
報
告
書
」

は
、
２
０
１
５
年
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
」
で
決

定
さ
れ
た
パ
リ
協
定
の
基
礎
と
な
り
ま
し

た
。
同
協
定
は
、「
世
界
の
平
均
気
温
の

上
昇
幅
を
、
産
業
革
命
前
と
比
べ
て
２
度

未
満
に
抑
え
、
1.5
度
以
内
に
す
る
よ
う
努

力
す
る
」
と
の
目
標
を
定
め
、
先
進
国
だ

け
で
な
く
全
て
の
国
に
排
出
削
減
の
努
力

義
務
を
課
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
世
界
の
気
温
は
、
産
業
革
命

前
と
比
べ
て
既
に
1.1
度
上
昇
し
て
お
り
、

1.5
度
目
標
を
達
成
す
る
に
は
残
り
0.4
度
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、
世
界
各
国
の
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
は
不
十
分
で
あ
り
、
各
国
が
現

１
．
瀬
戸
際
の
1.5
度
目
標

在
の
対
策
を
継
続
し
た
場
合
、
10
年
後
に

は
1.5
度
の
気
温
上
昇
に
達
し
て
し
ま
い
、

２
１
０
０
年
に
は
3.2
度
上
昇
し
て
し
ま
う

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
温
上
昇
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ
は
、

気
温
が
0.5
度
上
昇
す
る
だ
け
で
、
世
界
の

洪
水
被
害
は
最
大
２
倍
に
増
加
す
る
と
見

積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
面
上
昇

は
、
ひ
と
た
び
南
極
な
ど
の
巨
大
な
氷
柱

が
溶
け
出
し
始
め
る
と
、
止
め
る
こ
と
が

困
難
と
な
り
、
今
後
数
千
年
に
わ
た
っ
て

海
面
が
上
昇
を
続
け
、
２
１
０
０
年
頃
に

は
２
メ
ー
ト
ル
近
く
、
２
３
０
０
年
に
は

何
と
15
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
面
上
昇
と
な

り
、
世
界
の
沿
岸
部
を
襲
う
リ
ス
ク
も
否

定
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
影
響
の
大
き
さ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

は
未
だ
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
今
般
の

報
告
書
は
、「
こ
の
10
年
に
行
う
選
択
が

数
千
年
先
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
。」
と
指

摘
し
、「
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
前

に
、
直
ち
に
大
幅
な
削
減
強
化
が
必
要
で

あ
る
。」
と
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

1.5
度
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
世
界
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
、
２
０
２
５
年

ま
で
に
減
少
に
転
じ
さ
せ
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
２
０
１
９
年
度
比
で
43
％
削
減
、

２
０
３
５
年
ま
で
に
同
60
％
削
減
す
る
必

要
が
あ
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
統
合
報
告
書
は
、「
今
後
10
年

間
の
選
択
と
行
動
が
、
数
千
年
先
ま
で
影

響
を
及
ぼ
す
。」
と
、
緊
急
に
行
動
す
る

必
要
性
を
強
調
し
、
現
状
を
打
破
し
て
温

室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
方
策
に
言
及
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
石
炭
火
力
な
ど
化
石

燃
料
の
消
費
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。」

「
太
陽
光
発
電
と
風
力
発
電
は
費
用
が
安

く
、
脱
炭
素
の
効
果
も
高
い
。」
と
明
記

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
変
革
に

必
要
な
こ
と
は
、
脱
炭
素
へ
の
投
資
の
大

幅
な
拡
充
や
、
炭
素
税
な
ど
カ
ー
ボ
ン
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
を
含
む
法
整
備
と
い
っ
た
各

国
の
政
策
だ
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
私
た
ち
消
費
者
が
取
り
組
む

べ
き
行
動
と
し
て
、「
食
品
ロ
ス
の
削
減

や
、
住
宅
の
断
熱
性
向
上
、
移
動
手
段
の

車
か
ら
徒
歩
や
自
転
車
へ
の
変
更
で
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０
５
０
年
ま
で

に
４
〜
７
割
削
減
す
る
こ
と
が
見
込
め

る
。」
と
指
摘
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

２
．
今
後
10
年
間
に
取
り
組
む
べ
き
行
動

変
革
を
求
め
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
都
市
緑
化
や
湿
地
の
回
復
な

ど
生
態
系
を
活
用
し
た
温
暖
化
対
策
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度
比
46
％
削

減
し
、
２
０
５
０
年
に
は
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
と
表
明
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
０
２
１
年
度
時
点
で
、
２
０
１
３
年
度

比
２
０
．
３
％
の
減
少
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
。）。
現
状
の
数
値 

を
基
に
２
０
１
９
年
度
比
を
計
算
す
る

と
、
約
３
〜
４
％
の
減
少
に
し
か
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
第
６
次
統
合
報
告
書
は
、
２
０ 

３
０
年
に
２
０
１
９
年
度
比
43
％
削
減
、

２
０
３
５
年
に
同
60
％
削
減
を
打
ち
出
し

て
お
り
、
今
後
一
層
厳
し
い
対
応
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
も
我
が
国
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
確
保
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
化
石
燃

料
の
中
で
も
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
多
い
石 

炭
火
力
発
電
に
頼
っ
て
い
る
現
状
が
あ 

り
ま
す
。
日
本
政
府
に
は
、様
々
な
技
術
、

政
策
を
駆
使
し
、
脱
炭
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
確
保
の
両
立
に
向
け
た
難
し
い
舵

取
り
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
界
各
国
が
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
を
緊
急
に
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。決
定
的
に
重
要
な
こ
の
10
年
、

日
本
を
含
む
各
国
が
取
る
選
択
と
行
動

に
、
地
球
の
未
来
が
懸
か
っ
て
い
ま
す
。

３
．
我
が
国
の
現
状
と
対
策
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京
第
二
教
区
連
合
会
、
㈳
袖
ヶ
浦
市
社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

㈳
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
大
成
建
設

㈱
全
社
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
務
局
、
大
成
有
楽
不
動

産
㈱
総
務
部
、
大
成
有
楽
不
動
産
㈱
名
古 

屋
支
店
、｢

小
さ
な
親
切｣

運
動
北
見
支
部
、

「
小
さ
な
親
切｣

運
動
宮
城
県
本
部
、
㈱

ツ
ー
ワ
ン
、
デ
ン
タ
ル
プ
ロ
㈱
、
東
京
少 

年
友
の
会
、東
京
電
線
工
業
㈱
那
須
工
場
、

東
洋
熱
工
業
㈱
、
ニ
ッ
パ
ツ・メ
ッ
ク
㈱
、

白
山
市
立
広
陽
小
学
校
、
㈱
ハ
シ
モ
ト
、

日
立
建
機
日
本
労
働
組
合
、
日
立
建
機
労

働
組
合
本
社
支
部
、
富
士
通
㈱
、
富
士
通

Ｉ
Ｔ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
㈱
、
富

士
通
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

㈱
、富
士
通
㈱
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ
Ｈ
ｕ
ｂ
、

富
士
通
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク
㈱
、
三
越
伊
勢
丹

グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
、
由
布
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
、

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
、幅
田
博
樹
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ン
ダ
ー
協
会
、
松
本
秀

勝
、
森
口
修
、
ラ
サ
商
事
㈱
、
渡
邉
公
伸

市
川
浩
一
、
笠
間
仁
保
子
、
黒
澤
一
雅
、

佐
藤
雅
樹
、
下
田
正
枝
、
芹
田
さ
や
こ
、

髙
井
栄
理
子
、
富
沢
千
代
、
中
野
寿
人
、

林
央
、
福
田
順
子
、
福
西
邦
子
、
藤
本
智

子
、
伏
山
允
乃
、
柳
憲
一
郎
、
吉
水
咲
子

絵
手
紙
教
室
、
匿
名

㈳
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈱
葵
商
店

㈳
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
㈱
朝
日
工

業
社
、
安
藤
産
業
㈱
、
㈳
生
駒
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
㈱
エ
ヌ
エ
ー
シ
ー
、
㈱
太
田

組
、
㈱
奥
村
組
、
カ
ク
ケ
イ
㈱
、
片
山
鋲

螺
工
業
㈱
、
川
窪
建
設
㈱
、
㈱
川
崎
製
作

所
、
㈳
北
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
共

和
食
品
㈱
、
グ
ノ
ク
ル
㈱
、
三
洋
テ
ク
ノ

マ
リ
ン
㈱
、
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
㈱
、
清
水
建

設
㈱
名
古
屋
支
店
、
首
都
高
速
道
路
㈱
、

新
光
電
気
工
業
㈱
、
生
長
の
家
白
鳩
会
東

環
境
省
は
、
２
０
２
３
年
４
月
、
２
０ 

２
１
年
度
の
我
が
国
の
「
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
・
吸
収
量
（
確
報
値
）」
を
公
表
し

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
・
吸
収
量
」
は
11
億
２
，
２
０
０
万
ト

ン
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
と
な
り
、
８
年
振
り

に
前
年
度
比
2.0
％
（
２
，１
５
０
万
ト
ン
）

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

２
０
１
３
年
度
の
14
億
８
０
０
万
ト
ン

（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
と
比
較
す
る
と
、
２
０
．

３
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

排
出
量
そ
の
も
の
は
、
11
億
７
，
０
０ 

０
万
ト
ン
で
し
た
が
、
２
０
２
１
年
度
の

「
森
林
等
の
吸
収
源
対
策
に
よ
る
吸
収
量
」

４
，
７
６
０
万
ト
ン
を
差
し
引
く
と

11
億
２
，２
０
０
万
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出・吸
収
量
が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
る
経
済

停
滞
か
ら
の
回
復
に
よ
り
、
産
業
部
門
や

運
輸
部
門
を
中
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

が
増
加
し
、
排
出
量
が
増
加
し
た
こ
と
だ

と
、環
境
省
は
発
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
の
Ｇ
７
各
国
（
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
カ

ナ
ダ
）
で
も
、
我
が
国
と
同
様
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
経
済
停
滞
か
ら
の
回
復
に
よ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
に
転
じ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

日
本
政
府
は
、
世
界
の
平
均
気
温
の
上

昇
を
1.5
度
に
抑
え
る
と
い
う
国
際
目
標
の

達
成
に
向
け
て
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、
２
０
１
３

年
度
比
で
46
％
削
減
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
前
述
し
た
と
お
り
、
２
０
２
１
年
度

の
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出・吸
収
量
」
は
、

２
０
１
３
年
度
比
２
０
．
３
％
減
少
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
環
境
省
は
「
削
減
目

標
の
達
成
の
取
り
組
み
に
は
一
定
の
進
捗

が
見
ら
れ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス 

排
出
・
吸
収
量
は
11
億
２
，
２
０
０

万
ト
ン
。
前
年
度
比
2.0
％
の
増
加

1,408
1,301

57.5
54.6 53.0 53.8

53.3
48.5

46.0 47.6

1,265 1,249 1,235 1,191 1,161
1,101 1,122

（百万トンCO2換算）

森林が温暖化防止に役立って
いることを示しています
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我が国の温室効果ガス排出・吸収量の推移（2021年度確報値）

使用済み切手等売上表
（3月16日～6月15日）

未使用テレホンカード 0 円

未使用／使用済み切手 366,077 円

未使用／書き損じハガキ 110,208 円

外国コイン＆紙幣 3,650 円

合　　　　　計 479,935 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

事務局からのお願い
　全国の皆さま、いつも使用
済み切手などをお送り下さり
ありがとうございます。
　当基金では、皆さまから 
お送りいただいた「未使用／
使用済み切手」「未使用／ 
書き損じハガキ」「外国コイ
ン＆紙幣」の売上金を植林
活動等に役立てています。 
引き続き、ご協力の程お願
いいたします。

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
3
月
16
日
〜
6
月
15
日
敬
称
略
）

同
法
人
・
団
体
協
力
者

（
3
月
16
日
〜
6
月
15
日
敬
称
略
）

寄
付
協
力
者

（
3
月
16
日
〜
6
月
15
日
敬
称
略
）
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